
【令和５年４月作成】 

中村区福祉体験学習のご案内 
                   
 
 

１．ねらい 

  協力者（講師）による講話や、交流・体験をとおして、障がいや高齢に伴う心身の変化や、 

  その生活を知り、思いやりを育むなかで、ともに地域に暮らす人々の日常生活の課題に 

① 目を向け、②考え、やがては ③その解決に向けて動く ための 

きっかけ（土壌）づくりをねらいとして実施するものです。 

 

 

２．講師等について 

  〇体験内容により、社会福祉協議会職員、障がい者（当事者）講師、インストラクター、 

福祉学習サポーター（ボランティア）等がお伺いします。  

実施希望日の２ヶ月前までに、別紙「福祉教育実施計画兼依頼書※」にてお申込み 

下さい。 

 ※本会ホームページからダウンロードできます。 

   http://nakamura-shakyo.or.jp/ 

     「地域福祉事業」⇒「福祉体験学習のご案内」 

＊講師やボランティアの都合等により、ご要望に応じられない場合もありますのでご了承下さい。 

〇講師への謝礼及び、ボランティアへの謝礼（交通費実費相当）等の必要経費について、 

依頼者側でご負担をお願いします。 

○車いす等、使用機材の運搬や会場の設営などについて、ご協力をお願いします。 

 

 

３．申し込み～当日までの大まかな流れについて 

 

 

 

 

 

 

  ２か月前までに  お申込み後２週間以内  実施１か月前頃   前日までに    

 

 

４．申し込み先   

社会福祉法人名古屋市中村区社会福祉協議会 

   中村区名楽町 4－7－18 中村区在宅サービスセンター  

   電話：486-2131 FAX：483-3410 

 

① 申込み 
「依頼書」 
提出 

依頼者→社協 

②実施可否 
を回答 

 
社協→依頼者 

③打合せ 
最低１回 

  
依頼者・講師 
ボラ・社協 

④事前準備 
 

・事前学習、道具 

借用手配等 

⑤
当
日 

http://nakamura-shakyo.or.jp/


【体験プログラム】   

 注）＊対象年齢はおおむね小学校高学年以上です。 

＊１日に実施できる体験プログラムは２種類までです。 

＊上記のプログラムのほかに、事前学習、事後学習をお願いすることがあります。 

項目 最低必要時間 可能人数 内容 （例） 

高
齢
者
に
つ
い
て 

（
疑
似
体
験
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

養
成
講
座
） 

１時間 30 分

～２時間 
40 名 

＜高齢者疑似体験＞ 

●高齢者についての講話 

●疑似体験用具の装着・体験 

・歩行、階段昇降 など 

＜認知症サポーター養成講座＞ 

●認知症についての講話 

●認知症についての寸劇・クイズ など 

＊協力：中村区北部/南部いきいき支援センター他 

車
い
す
体
験 

１時間 30 分 

～２時間 
40 名 

●車いすユーザーの講話 

●簡単な操作方法等 

●乗車・介助体験（屋内外） 

＊協力：名古屋市身体障害者福祉連合会 

 他 

聴
覚
障
が
い
に
つ
い

て
（
手
話
体
験
） 

１時間 30 分

～ 
60 名 

●聴覚障がい者の方からの講話 

●手話を始めとするコミュニ 

ケーション方法について 

●簡単な手話を覚える 

＊協力：名古屋市身体障害者福祉 

連合会 他 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル 

デ
ザ
イ
ン
講
座 

１時間 30 分 

～ 
40 名 

●ユニバーサルデザイン（UD） 

についての講話 

●UD グッズの紹介 

●身近な UD を調べる（屋内外） 

 

視
覚
障
が
い
に
つ
い
て 

（
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
） 

1 時間 30 分 

～２時間 
40 名 

●視覚障がいについての講話 

●アイマスク体験内容 

 ・歩行体験、階段の昇降、 

折り紙、パズル など 

●ガイド方法の説明 

防
災
講
座 

1 時間 30 分

～２時間 
40 名 

●災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰや災害に備えての講話 

●ストローハウス、紙ぶるる作り（建物強度の体験） 

●防災マップ、防災ずきん作り  

など 

協力：なごや中村災害 

ボランティアネットワーク他 


